
1987年出上の木簡

大
阪
。
大
坂
城
跡
ω

ｌ
　
所
在
地
　
　
　
大
阪
市
東
区
石
町
二
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
七
年

谷昭
６２
）
八
月
ぞ

一
一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
働
大
阪
市
文
化
財
協
会

４
　
調
査
担
当
者
　
中
尾
芳
治

・
田
中
清
美

５
　
遺
跡
の
種
類
　
近
世
城
郭
及
び
城
下
町
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
室
町
時
代
を
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は

一
九
三

一
年
に
復
興
さ
れ
た
徳
川
氏
大
坂
城
天
守
閣
の
北
西
約

一

血
に
位
置
し
て
お
り
、
北
は
大
川
に
臨
み
、
東
隣
に
は
式
内
社
坐
摩
神
社
の
御

旅
所
が
あ
る
。
こ
の
地
域
は
古

文
書
に
よ
れ
ば
、
鎌
倉
時
代
に

渡
辺
党
の
本
拠
地
に
な
っ
て
い

た
ほ
か
、
室
町
時
代
の
石
山
本

願
寺
の末
寺
と
思
わ
れ
る
浄
土

醐
寺
の
推
定
地
の
一
つ
で
も
あ
る
。

厳
ま
た
、
近
世
に
至
って
は
豊
臣

伏
氏
大
坂
城
惣
構
内
の
武
家
屋
敷

地
に
な
り
、
徳
川
氏
大
坂
城
の

再
築
以
降
は
城
外
と
な
っ
て
大
名
屋
敷
地

へ
と
移
行
し
て
い
る
。

今
回
の
調
査
で
は
、
現
地
表
面
下
約

一
・
五
ｍ
で
検
出
さ
れ
た
徳
川
氏
大
坂

城
の
再
築
に
伴
う
整
地
層
の
直
下
か
ら
元
和
元
年

（
一
六
一
五
）
大
坂
夏
の
陣
で

焼
失
し
た
武
家
屋
敷
の
一
部
と
み
ら
れ
る
塀
の
石
垣
や
門
、
礎
石
建
物
な
ど
が

検
出
さ
れ
た
ほ
か
、
武
家
屋
敷
の
下
層
か
ら
豊
臣
時
代
の
礎
石
建
物
や
木
簡
を

伴

っ
た
土
壊
な
ど
が
重
複
し
て
認
め
ら
れ
た
。

木
簡
が
出
上
し
た
遺
構
は
長
径

一
・
四
ｍ
で
、
短
径
が
約

一
ｍ
の
ゴ
ミ
穴
と

考
え
ら
れ
る
土
壊

（ｓ
Ｋ
六
〇
七
）
及
び
礎
石
建
物
周
辺
の
浅
い
く
ば
み
（Ｓ
Ｘ
六

０
３

で
あ
る
。
と
も
に
、
遺
構
の
埋
土
は
黒
色
砂
礫
混
リ
ン
ル
ト
で
、
豊
臣

時
代
に
属
す
る
各
種
の
遺
物

（備
前
・
美
濃
・
瀬
戸
・
中
国
製
陶
磁
器
。
木
簡
。
漆

塗
り
椀
。
箸
・
盤
・
博
・
桶
・
下
駄
。
加
工
木
片
・
宋
銭

・
鉄
鎌

・
鉄
釘

・
鉄
火
箸
・

錐
。
小
柄
）
が
多
量
に
出
土
し
た
。

８
　
木
筒
の
釈
文

。
内
容

①
　
。
「
＜
大
か
し
ら
口
国
」

。
「
＜
汁
六
入
　
　
　
」
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

μ『巽
］受
岳

②
　
。
「
＜
　
一――
――
―‐
一　
　
　
　
　

」

。
「
玉
因
一　
□
日
口
又
左
衛
門
尉
」
　

　

　

　

　

　

騨∞支
］誤
益

①
　
。
「
＜
□
日
―十
日
西

。
「
＜
×
　
口
□
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
μ『受
謡
溢
～
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1987年出上の木簡

⑦

　

「
＜
あ
ち
五
百
入
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ドト受
］受
誤

③
　
。
「
＜
二
　
大
さ
は
七
十
入
」

・
「
＜
　
　
□
新
　
　
　
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
μ騨受
］受
ト

⑨
　
。
「
＜
こ
ち
井
」

。
「
＜
蘭
――
日
Ш
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ＰＳ
×
器
・∽
×
ぃ

⑩

　

「
＜
三
十
入
　
□

×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ

赴
受
誤

木
簡
の
形
態
は
長
方
形
を
呈
し
、
材
の
左
右
に
切
り
込
み
を
入
れ
て
頭
部
を

平
ら
に
す
る
も
の
と
、
尖
ら
せ
ぎ
み
に
調
整
す
る
も
の
と
が
あ
る
。
ま
た
、
下

端
部
に
つ
い
て
は
尖
ら
せ
ぎ
み
の
も
の
や
平
ら
な
も
の
な
ど
が
あ
る
が
、
量
的

に
は
前
者
が
過
半
数
を
占
め
て
い
る
。

木
簡
の
代
表
的
な
例
は
図
示
し
た
よ
う
に
、
表
面
に
魚
名

（ぁ
ち
。
た
い
。
か

し
ら
ｏ
さ
は
ｏ
こ
ち
。
ひ
ら
め
）
及
び
数
量

（三
十
入
・
三
十
六
入
。
七
十
入
・
百
十

八
・
五
百
八
。
三
十
。
百
二
十
さ
し
，
四
百
さ
し
入
）
を
、　
裏
面
に
は

「屋
号
」
様

の
印
と
人
名

（□
二
五
郎
・
又
左
衛
門
尉
・
柏
嶋
左
衛
門
）
を
墨
書
し
て
い
る
。
な

お
、
屋
号
と
み
ら
れ
る
墨
書
は
一
般
に
木
簡
の
頭
部
に
書
か
れ
て
い
る
が
、
表

裏
に
記
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
、
記
入
の
位
置
に
つ
い
て
は
頭
部
に
記
す
以
外
に

特
に
き
ま
り
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
今
回
判
明
し
た
魚
名
は
紹
介

し
な
か
っ
た

「さ
わ
ら
」

一
点
を
含
め
て
一
六
点
あ
り
、
全
て
海
魚
で
あ
っ
た
。

以
上
の
木
簡
は
、
そ
の
形
態
や
墨
書
の
内
容
か
ら
み
て
、
各
地
か
ら
大
坂
の

当
地
に
運
ば
れ
て
き
た
魚
に
伴
う
荷
札
木
簡
と
考
え
ら
れ
、
当
時
の
食
生
活
や

商
業
活
動
の
実
態
を
知
る
た
め
の
貴
重
な
資
料
と
言
え
よ
う
。

今
回
出
上
し
た
三
七
点
の
木
簡
は
大
坂
夏
の
陣
で
焼
失
し
た
武
家
屋
敷
の
下

層
か
ら
出
土
し
て
お
り
、
伴
出
遺
物
か
ら
天
正
八
年

（
一
五
公
）

を

一
一
年
頂

に
埋
ま
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。　
一
方
、
昨
年
出
土
し
た
道
修
町

一
丁
目
の

海
魚
の
荷
札
木
簡
は
、
大
坂
夏
の
陣

（
〓
全

五
）
の
整
地
層
の
下
面
で
出
上
し

て
お
り
慶
長
期
全
五
九
六
ｔ
一
六
一
五
）
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
今
回
出
土
し
た
木
簡
は
慶
長
期
に
先
行
す
る
木
簡
の
形
態
を
示
す
も
の
と

し
て
注
目
さ
れ
る
。
木
簡
の
整
理

・
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
蔦
居
信
子

（大
阪
市

文
化
財
協
会
）
の
協
力
を
得
た
。

（日
中
清
美
）




